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Usage Based 
Billing
(従量課金制)

変更内容

6月1日より、プレミアムリクエストユニット(PRU)は
GitHub AIクレジットに置き換わります。

クレジットは、入力・出力・キャッシュされたトーク
ンを含むトークン使用量に基づき、各モデルの公開
APIレートに従って消費されます。

タイムライン

• 4月27日 – 発表 

• 5月 – 請求プレビュー提供開始 

• 6月1日 – 従量課金制開始 

6月1日



6月1日

AIコンピューティングの価格はトークンベースになります。 

リクエストベースの価格とAIコンピューティングコストの乖離

Usage Based Billingはモデルや価格の変化に適応するよう設計さ
れています。

従量課金により、従来の価格モデルでは提供できなかった機能
（例：より大きなコンテキストサイズ）を提供できるようにな
ります。

実際の使用状況をより正確に反映するために進化しています。

なぜ従量課金制に移行
するのか



従量課金制の
仕組み

GitHub Copilotに高度なAI機能の提供が増えたことに伴い、 

従量課金制はAIの使用量とコストを結びつけます

• AIの使用量は、各インタラクション中に処理されたトー

クン数で測定されます

• トークンにはプロンプト、レスポンス、キャッシュされ

たコンテキストが含まれます

• 付帯する使用量: GitHub Copilotライセンス間で共有されま

す

• 超過使用量: 予算とコントロールで管理可能です

o 超過使用量の予算は米ドルで設定し、使用量はGitHub 

AIクレジットで表示されます。

o GitHub AIクレジットは固定レート（1 AIクレジット = 

$0.01 USD）で予算から消費されます。例えば$10の予

算は1,000 AIクレジット分に相当します。



トークンの説明

入力トークン：

送信するもの：

• プロンプトと新しいコンテ
キスト

• 大きなファイルやコード
ベースに応じて増加

出力トークン：

受け取るもの：

• AIが生成する応答

• 通常、最もコンピューティ
ングコストが高い

キャッシュトークン：

再利用されるもの：

• 過去のインタラクションか
らのコンテキスト

• 速度と効率を向上

ポイント：すべてのインタラクションは、入力、出力、コンテキストに基づいてトークンを消費します。

トークンはAI処理の単位です（入力、出力、コンテキスト）



従量課金制の課金（UBB）

課金対象トークン＝入力＋出力＋キャッシュトークン

• Copilotの利用量は、各インタラクションで処理されたトークンの合計で測定されます。
• トークンはAIクレジットを消費します（モデルレートに基づく）
• AIクレジットが課金の基準となります

ポイント：より大きなプロンプト、より長い応答、より多くのコンテキストは、処理されるトークンとクレジット消費の増加につながります。

課金の仕組み：

https://docs.github.com/ja/copilot/reference/copilot-billing/models-and-pricing


アクションロードマップ

使用量はタスクや
ワークフローによ
って変動します

USAGE-BASED BILLING
モデル

モデルごとに異なるモデルレートカードがあります。

プロンプトサイズ

コンテキストが増えるとトークン使用量が増加します。

レスポンスサイズ

出力が長くなるほどトークン使用量が増加します。

コンテキスト キャッシュ

コンテキストの再利用で効率が向上します。

エージェントワークフロー
複数ステップのワークフローはより多くのトークンを消費す
る可能性があります。

MCP / スキル

スキルやMCPサーバー経由で接続されるツール



Copilot Business Copilot Enterprise

月額$19 / ユーザー
（変更なし）

月額$39 / ユーザー
（変更なし

含まれる $19 の
トークン価値
（1,900 AIクレジット）

含まれる $39 の
トークン価値
（3,900 AIクレジット）

Copilotプランに含まれるAIクレジットはエンタープライズ全体で共
有され、トークンの処理に応じて消費されます。

GitHub Copilot 各プランと含まれる価値

• 処理されたトークンに基づいて消費
• クレジットはエンタープライズレベルで共有
• 個々のユーザーに紐付かない

仕組み

ポイント：顧客は実際の利用量に応じて支払います—ユーザー単位ではなく—エンタープライズ全体で共有されるクレジッ
ト

料金モデルの概要

Copilot Pro Copilot Pro+

月額$10 / ユーザー
（変更なし）

月額$39 / ユーザー
（変更なし

含まれる $10 の
トークン価値
（1,000 AIクレジット）

含まれる $39 の
トークン価値
（3,900 AIクレジット）

• 処理されたトークンに基づいて消費
• 年次プランのユーザーはプランの有効期限まで

現行のプレミアムリクエストベースの料金体系が維持

仕組み



従量課金制
プランの紹介(プ
ロモーションオ
ファリング)

プランと含まれる価値

Copilot Business Copilot Enterprise

月額$19 / ユーザー 月額$39 / ユーザー

含まれるトークン価値 $30
（AIクレジット3,000）

含まれるトークン価値 $70
（AIクレジット7,000）

共有クレジットプール 共有クレジットプール

Copilot Business Copilot Enterprise

月額$19 / ユーザー 月額$39 / ユーザー

含まれるトークン価値 $19
（AIクレジット1,900）

含まれるトークン価値 $39
（AIクレジット3,900）

共有クレジットプール 共有クレジットプール

プロモーションオファリング
2026年6月、7月、8月分の利用へ適用



注意点
無償モデル

現在、PRUを使い切ったユーザーはコスト0のモデル
にフォールバックして作業を継続できます。

新しい課金モデルでは全てのモデルにモデルレートが
設定されています。

コード補完機能

コード補完機能とNext Edit Suggestions（次の編集候
補）は従来通り無償で提供されます。



• Auto modeは自動的に適切なモデルへのルーティン
グを行います

• シンプルなタスクは軽量モデル

• 複雑なタスクは高性能モデル

• 不必要な高性能モデルの使用を削減します。

• 複数のモデルプロバイダーが提供する各種モデル
へ動的にアクセスが可能です。

Auto modeモデルの
機能改善

デフォルトでコストを最適化

6月1日



従量課金制 vs プレミアムリクエスト
項目 PRU UBB

計測単位 [各プレミアムプロンプトまたはセッション]
× [モデル係数]

インタラクションで処理されたトークンの合計
（AIクレジット換算）

コストの要因 使用した機能 + 選択したモデル 選択したモデル、プロンプトサイズ、コンテキ
スト長、レスポンス長、キャッシュトークン

予算管理 / プーリン
グ

ユーザーごとの月間エンタイトルメント 共有プール

コストフレームワーク
使用量はリクエスト数に応じてスケール 使用量は実際のAIワークロードに応じてス

ケール

主な違い： PRUはCopilotの使用頻度を測定しますが、UBBは各インタラクションでどれだけのAI処理が行われるかを測定します。



AI クレジット共有プール



AI クレジット共有プール

GitHub Copilot ライセンスに付帯するAIクレジット
は単一エンタープライズの共有プールに合算され
ます。

ライセンスを持つすべてのユーザーは、まずこの
プールから消費します。

プールのクレジットがすべて使い切られた後に発
生するAIクレジットの使用分は、追加費用となりま
す。

ライセンス付帯 AI クレ

ジット

超過支出

総A Iクレジット

ライセンス付帯 AI クレジット 超過支出



AIクレジット共有プール

ライトユーザー ヘビーユーザー ミディアムユーザー

共有プール

エンタープライズ内での利用分布

全ユーザーが同じプールから利用—ただし利用率は異なる



AI クレジット 共有プール

PRU モデル AI クレジットモデル

月初 月末 月初 月末

メリット：あるユーザーが他ユーザーの使用量を使い切ることがない
デメリット：他ユーザーにまだ残量があっても、超過使用が発生する可能性

メリット：無駄が少ない
デメリット：ユーザーごとに消費量が偏る可能性

Included usageIncluded usage

ユーザー2使用量ユーザー1使用量

超過支出

月初 月末

ユーザー1使用量

ユーザー2使用量

共有プール

超過支出



Budgetの管理



ユーザーレベル Budget (new)

共通デフォルトユーザーレベルBudget

すべてのユーザーに適用されるデフォルトのユーザーご
とのAIクレジット予算

新規ユーザーが基本的な支出権限を持つことで、意図し
ない過剰支出を防ぎます

個別ユーザーレベルBudget

パワーユーザー上書き設定

共通デフォルトを上書きする、ユーザーごとの個別AIク
レジット予算です。

請求期間中にユーザーが消費できるAIクレジットの合計数（共有プール使用分と超過支出の両方を含む）を管理します



Budgetのオプション

【新】ユーザーレベルBudget

超過支出 超過支出

共有プール 共有プール

*共通デフォルト設定を上書きします

共通デフォルト 個別*

コストセンターレベルBudget

超過支出のみ

コストセンターの総超過支出を制限

コストセンターの使用量を
除外できます

エンタープライズレベルBudget

超過支出のみ

エンタープライズの総超過支出を制限

組織レベルBudget

超過支出のみ

組織の超過支出を制限



フェーズ1. 共有AIクレジットプール

Budget 階層 重要ルール: いずれかのBudgetが$0になると使用が停止されます

フェーズ2. 共有AIクレジットプールの枯渇

ユーザーレベル予算 ? X

全ユーザーが共有プールから消費し、ユーザーのULBのみがチェックされます

がゼロ

ユーザーレベル
予算

?

がゼロ

コストセンター
レベル予算

エンタープライ
ズレベル予算

X

? ?

がゼロがゼロ

オプションポリシー: コストセンターを

エンタープライズ予算から除外するこ
とで、エンタープライズ予算が$0にな

ってもコストセンターのユーザーは引
き続き使用できます。

超過支出分については、以下の予算をチェック

組織レベル
予算

?

がゼロ



Budgetの設定画面



従量課金制移行前 
(~6/1)
顧客は追加支出を管理するための既
存のPRU予算を設定しています

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



従量課金制移行初
日 (6/1)
• サプライズ請求を防ぐため、予

算は自動的にAIクレジットに移
行されました

• 請求UIがAIクレジットを示すよ
う更新されました（モデルおよ
びユーザーによるフィルター付
き）

• ユーザーレベルBudgetは設定さ
れていません

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



• ユーザー別の使用状況を閲覧し、必要に応
じてユーザーレベル予算の適用を検討しま
す

• ユーザーレベル予算は、共有プールと超過
支出の両方を追跡し、1人のユーザーが共
有プールを使い切ったり、予期せぬコスト
超過が発生するのを防ぎます。

設定:
ユーザーレベルBudget
01 / 03

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



• 管理者はまず共通デフォルトユーザーレベ
ル予算(ユーザーごとに同一予算）の設定
を促されます。

設定:
ユーザーレベルBudget
02 / 03

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



• 管理者はユーザー別の使用状況を確認し、
必要に応じて個別に更新できます。

• 請求UIでは、全ユーザーにおける「上限到
達」「上限間近」「75%未満」の使用状況
の内訳を提供します。

設定:
ユーザーレベルBudget
03 / 03

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



• エンタイトルメントプールが先に消費され
ます。

• 超過予算は追加の
支出を適切に追跡します。

• 請求UIには、含まれる使用量と
追加支出が表示されます。

請求サイクル途中

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



• エンタープライズ予算に到達。

• 管理者は使用量が75/90/100%のしきい値に
達すると警告メールを受信します。

• エンドユーザーは次の請求サイクルまで、
または予算が増額されるまでブロックされ
ます。

Budget 到達

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



1. 可視化から始める

モデル、ユーザー、
コストセンター別に使用状況を確
認

シンプルな予算設定の流れ

2. エンタープライズの
ガードレールを設定

エンタープライズレベルで追
加使用を制御

3. コストセンター予
Budgetを追加

使用状況をチームや事業部門
に整合

4. 共通デフォルトユーザ
ーレベルBudgetを追加

全ユーザーに適用される共通予
算を追加

6. 導入後に見直し

導入状況や使用パターンが
明確になるにつれて予算を調
整

5. 個別ユーザーレベル
Budgetを設定

パワーユーザーや重要なチーム
に個別の上限を追加

BUDGETS: YOUR EXPERIENCE



以下を参考に、どのBudgetを、どのように組
み合わせるかを考えます。

• 全員の公平な使用を確保するために共通の
ユーザーレベル予算を使いますか?

• 一部のパワーユーザーに高い予算を割り当
てますか?

• 特定のチームに追加支出を許可するために
コストセンターを追加しますか?

Budget設定時の
考慮事項

予算: コスト配賦シナリオプランニング

最適な分配
(均等 vs 80/20、など)

既知のパワーユーザー

使用率の高い組織

使用率の高いコストセンター

モデルの好み

ユーザー成熟度



AIクレジットの可視化

AIクレジット CSV Usage Reportのダウンロード:
 Billing and licensing → Preview your billing impact → Download CSV

Usage Report分析ツール:
 Billing and licensing → Preview your billing impact → View full billing preview

https://copilot-billing-preview.github.com/

https://copilot-billing-preview.github.com/
https://copilot-billing-preview.github.com/
https://copilot-billing-preview.github.com/
https://copilot-billing-preview.github.com/
https://copilot-billing-preview.github.com/


Budgetのシナリオ



EXAMPLE SCENARIOS

均等利用シナリオ

共有プール – 上限到達 ($190)

エンタープライズレベル Budget-  上限到達 ($310)

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50

ULB $50

$50



EXAMPLE SCENARIOS

コストセンターシナリオ

共有プール – 上限到達 ($190)

エンタープライズレベル Budget - ($310)

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

ULB $50

$19 $31

COST CENTER A BUDGET = $160

コストセンターレベルBudgetは$160, このシナリオでは上限到達しません. 
ユーザーは$50のユーザーレベルBudgetにブロックされます。



コストセンターシナリオ— ブロック
EXAMPLE SCENARIOS

共有プール – 上限到達 ($190)

エンタープライズレベル Budget - ($310)

ユーザーレベルBudgetの残高が残っているものの、
コストセンターAの超過支出が$160に達した時点でブロックされます。

ULB $50

$13 $37

ULB $50

$13 $37

ULB $50

$13 $37

ULB $50

$13 $37

ULB $50

$13 $37

ULB $50

$25 $25

ULB $50

$25 $25

ULB $50

$25 $25

ULB $50

$25 $25

ULB $50

$25 $25

COST CENTER A BUDGET = $160



コストセンターを使用すると、超過使用量を特定の

Azureサブスクリプションに割り当てることができます

。

ただし、共有プールに含まれるAIクレジットの按分を

できない点にご注意ください。

トークン単位までコストを按分する場合は、使用状況

CSVの活用を推奨いたします。これには使用された共

有プール内のトークン、追加支出、コストセンターで

の支出が含まれます。こちらのデータをもとに皆様の

組織内でコストを按分いただく必要があります。

BUDGETS: COST ATTRIBUTION SCENARIO PLANNING

組織間のコスト按分について



Next Steps



Next Steps 自身のエンタープライズの利用状況を確認する

予算管理と今後の使用量の認識合わせをする

開発チームと連携して使用状況を最適化する

監視の責任者は誰か、レビュー頻度はどうするか

予算はどこから始めるべきか

誰にガードレールが必要か

コンテキストサイズ削減

プロンプトを小さくする

デフォルトをAuto Modeに

LOOKING AHEAD



イベント案内：6月23日火曜開催 GitHub After Dark Tokyo

イベントのご案内



Thank you
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